
七
、
純
輪
蒔
代

八
、
安
全
時
代

九
、
宋
期
時
代

十
、
結
　
　
語

西
　
夏
紀
年
考
（
下
）

長

部

和

雄

一
、
在
位
年
数
、
最
尤
年
数
、
攣
則
に
し
て
共
に
六
年
；
即
位
明
年
改
元
の
記
に
疑
問

訟
、
宋
金
爾
更
の
異
餓
了
一
金
鎖
睨
の
名
な
失
ふ
一
盗
項
郁
位
に
就
い
て
朱
・
金
爾
史
の
所
傳
一
…
邉
項
在
位
年
越
明
記
弔
す
一
在
位
年
獅
肋

　
　
改
元
年
数
ほ
間
数
！
夏
國
傳
紀
年
の
重
複
－
昏
年
代
罷
の
正
談
一
徳
旺
の
准
位
年
数
と
改
元
年
籔
一
夏
國
傅
紀
年
の
重
複
一
夏
國

　
　
の
滅
亡
年
i
宋
史
夏
國
傳
の
誤
記
一
i
睨
の
費
慶
改
元
の
可
否

七
、
純
佑
時
代

瀦
蟹
静
引
糊
野
鳩
鮮
畑
月
（
在
位
年
数
十
四
年
改
元
年
撒
十
三
年
）

（　105　）

◎
在
位
年
数
と
改
元
年
数
は
正
則
一
襲
位
年
月
、
改
元
年
数
を
明
記
せ
す
。

　
純
佑
時
代
の
西
夏
は
前
の
乗
常
、
諒
酢
の
爾
代
と
共
に
、
夏
國
の
歴
代
を
通
じ
て
、
紀
年
の
上
に
何
等
大
な
る
疑
雲

な
き
時
代
で
あ
る
。
宋
史
夏
國
傳
純
佑
の
條
に
糠
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　

　
　
童
謡
仁
半
長
チ
也
。
：
：
…
：
に
宗
烈
。
即
位
。
時
年
十
七
。
明
年
改
元
天
慶
。
二
型
実
年
正
月
二
十
日
。
壌
遂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
つ
　
ゆ
　
む
　
　
　
　

　
　
姐
Q
年
三
ナ
。
在
位
十
四
年
っ
訟
日
…
…
…

　
　
　
　
　
西
夏
晒
鵜
隔
等
考
・
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
〃
十
一
八
舞
〕
　
第
四
號
　
　
　
六
噌
血
七



　
　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
〆
薗
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
烹
書
入
巷
　
　
第
四
號
　
　
　
晶
ハ
五
八

と
あ
っ
て
、
遣
他
の
歴
代
に
比
し
！
し
、
梢
簡
略
に
記
さ
れ
て
あ
る
。
故
に
叢
に
明
記
さ
れ
て
居
な
い
純
佑
師
位
の
年
及
改

元
年
数
天
慶
年
間
）
を
純
佑
の
搬
年
、
師
位
及
死
去
當
時
の
年
齢
、
在
位
年
数
等
よ
り
究
朋
し
て
見
購
い
。
之
が
解
明

に
當
っ
て
、
次
の
方
法
を
以
て
試
み
る
事
と
す
る
。

　
初
め
に
、
夏
國
傳
に
明
記
あ
る
在
位
年
数
十
四
年
よ
り
一
年
少
い
十
三
年
を
以
て
改
元
年
数
（
天
慶
年
間
十
三
年
）
と

假
期
し
て
郎
位
年
月
を
論
究
し
、
然
る
後
に
其
の
蓮
を
論
謹
し
て
こ
の
假
定
に
何
等
誤
謬
な
き
事
を
明
か
に
し
π
い
。

　
華
墨
は
十
七
歳
に
し
て
師
位
し
、
三
十
歳
を
以
て
壌
さ
れ
て
居
る
か
ら
、
其
の
間
夏
國
傳
の
記
し
て
在
位
十
四
年
を

載
せ
る
を
正
し
い
と
せ
ね
ば
な
ら
漁
。
在
位
十
四
年
が
正
鵠
を
得
て
居
る
と
す
れ
ば
、
改
元
年
数
は
夏
國
の
常
規
に
由

っ
て
、
在
位
蚕
室
年
少
装
＋
三
年
と
定
む
べ
き
で
あ
・
・
一
即
位
の
翠
改
元
の
明
記
も
あ
・
婆
慶
働

年
間
は
十
三
年
と
考
へ
て
可
な
ら
む
i
撃
っ
て
、
天
慶
年
間
を
十
三
年
と
す
れ
ば
、
純
佑
の
腰
十
年
（
宋
開
禧
二
年
、

西
紀
＝
一
〇
六
Y
を
遡
る
事
十
三
年
以
前
は
純
佑
印
位
の
翌
年
で
あ
り
、
こ
の
年
正
に
天
慶
元
年
で
な
く
て
は
な
ら
澱
。

宋
の
年
號
に
て
画
せ
ば
古
駅
五
年
（
一
一
九
四
）
で
あ
る
。
故
に
聯
帯
年
は
其
の
前
年
紹
煕
四
年
（
一
一
九
三
）
と
想
定
す

べ
き
で
あ
る
。

　
次
に
品
位
年
を
紹
煕
四
年
と
假
冒
し
て
逆
に
天
慶
年
間
を
究
明
し
て
見
よ
う
○
宋
紹
煕
四
年
は
恰
も
金
朋
昌
四
年
に

相
當
す
る
。
時
に
金
史
西
夏
傳
は
明
昌
四
年
の
條
下
に
於
て

　
　
閉
畠
四
年
。
仁
孝
麗
。
子
純
佑
嗣
。
　
．
　
　
　
．



と
あ
る
。
他
に
金
史
交
聰
表
明
昌
四
年
の
欄
に

　
　
九
月
仁
孝
麗
。
子
純
佑
立
。

と
見
え
、
金
管
を
併
せ
考
へ
れ
ば
、
農
工
の
即
位
年
は
宋
紹
煕
四
年
金
明
昌
四
年
な
る
を
知
る
に
難
く
な
い
。
既
に
述

べ
た
如
く
、
宋
史
夏
國
聖
徳
佑
の
條
に
は
純
佑
の
帥
位
年
に
嘉
し
、
＝
言
も
記
し
て
居
な
炉
が
、
仁
孝
の
條
に
、
仁
孝

の
雪
年
は
紹
煕
四
年
九
月
二
十
ほ
と
す
る
よ
り
考
へ
て
、
法
史
西
夏
傳
、
舌
早
表
と
、
上
町
夏
國
傳
は
仁
孝
純
佑
の
相

電
縫
承
を
一
年
月
を
明
確
に
記
載
し
て
は
居
な
い
が
1
相
互
に
極
め
て
順
當
に
傳
へ
て
居
る
と
言
ふ
べ
き
で
あ

る
○
弓
田
煕
四
年
金
明
昌
四
年
（
一
一
九
三
）
を
純
佑
の
師
位
年
と
す
れ
ば
、
そ
の
璽
年
難
平
五
年
（
一
一
九
四
）
が
西
夏

天
慶
元
年
と
釜
、
霧
の
糞
垂
蚕
三
・
六
）
昊
慶
＋
三
年
一
。
是
を
以
て
賢
妻
私
の
前
に
麗
・
働

い
た
假
定
が
無
根
の
虚
構
で
な
か
っ
た
事
が
立
謹
出
來
た
。

　
以
上
の
文
献
上
の
考
讃
を
更
に
警
固
に
せ
む
が
爲
、
こ
、
に
決
定
的
な
讃
左
を
二
つ
提
出
し
得
る
事
は
最
も
筆
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

祈
快
と
す
る
所
で
あ
る
Q
そ
れ
は
コ
ヅ
ロ
フ
氏
が
黒
鳥
に
獲
た
所
の
夏
國
佛
典
の
蹟
に
糠
っ
て
天
慶
害
毒
二
年
、
及
天

慶
十
年
歳
次
庚
申
の
爾
年
の
干
支
を
知
る
事
が
出
戸
た
。
こ
れ
に
襟
っ
て
別
干
害
を
槍
す
れ
ば
、
天
慶
元
年
は
宋
紹
煕

五
年
二
一
九
四
）
に
て
甲
寅
、
天
慶
二
年
は
糸
田
元
元
年
（
二
九
五
）
に
し
て
乙
卯
、
天
慶
七
年
は
十
二
六
年
（
　
二

〇
〇
）
庚
申
と
な
っ
て
、
私
の
考
讃
は
毫
も
誤
っ
て
居
な
か
っ
た
圭
冠
臼
で
あ
る
。

　
最
後
に
從
來
の
年
代
記
の
類
は
如
何
に
点
点
の
紀
年
を
排
列
し
て
居
る
か
を
附
記
し
て
置
か
う
。

　
　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
全
入
巷
　
第
四
號
　
　
六
五
九



　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
下
）
　
　
　
ξ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
　
第
顯
號
　
　
六
六
〇

一
、
西
夏
紀
、
西
夏
紀
事
本
末
、
共
に
大
誤
な
し
。

二
、
二
十
一
史
世
譜
も
亦
誤
な
し
Q

三
、
紀
元
編
、
繊
亜
紀
元
三
表
、
共
に
天
慶
十
二
年
（
宋
開
禧
元
年
、
　
一
二
〇
五
）
を
以
て
止
め
て
あ
る
。
天
慶
十
三

　
　
年
と
安
全
の
癒
天
元
年
が
魔
軍
禧
二
年
（
一
二
〇
六
）
に
於
て
重
複
せ
る
事
實
を
無
親
し
て
、
天
慶
十
三
年
の
一

　
　
ケ
年
を
削
減
し
た
事
疑
な
し
。

（
回
）
『
g
美
篇
簑
準
5
一
径
罎
H
も
。
a
。
円
9
蓉
、
霞
H
o
峯

　
　
冒
。
帽
舞
昌
蜀
。
ご
δ
ご
び
留
d
o
ρ
影
回
2
誌
〇
三
障
。
尻
円
き
5
δ
凱
℃
鍵
㌶
圃
三
器
剛
。
箒
溶
O
』
o
〈
袈
罎
宮
憂
・
塚
げ
。
ε
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ひ
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
つ
　
　
つ
　
　
ハ
　

　
　
○
密
脱
翻
因
徒
集
蹟
、
暗
大
夏
天
慶
七
年
歳
次
庚
串
孟
秋
望
B
云
云
。

　
　
O
佛
観
韓
女
身
経
殿
、
天
慶
乙
卵
二
年
外
海
二
十
肩
皇
太
后
羅
馬
獲
願
学
究
（
ペ
リ
ヨ
氏
の
番
號
十
四
）

八
、
安
登
時
代

醐
攣
註
替
謹
理
入
，
（
在
位
年
数
六
年
改
一
兀
年
歎
謁
ハ
年
）

一
、
在
位
年
数
、
改
元
年
数
、
聖
餐
に
し
て
共
に
六
年
一
即
位
明
年
改
元
の
記
は
疑
問

　
宋
史
夏
主
命
乾
順
の
條
と
全
く
購
襟
の
心
あ
る
は
こ
の
安
全
の
條
で
あ
る
Q
安
全
は
漿
奪
の
窯
で
あ
り
、
其
の
僅
な

在
位
年
数
だ
る
六
年
が
こ
れ
亦
乾
順
の
條
と
同
様
に
し
て
、
改
元
年
緻
と
同
数
の
六
年
に
成
っ
て
居
る
Q
實
に
こ
の
二

例
は
夏
國
に
於
け
る
異
例
と
言
は
ね
ば
な
ら
譲
。
加
ふ
る
に
安
全
の
場
合
は
、
乾
順
時
代
に
於
け
る
如
く
、
干
支
、
年

號
に
慷
る
適
確
な
慧
糠
を
未
だ
登
翻
し
て
居
な
い
か
ら
、
　
…
暦
之
が
究
明
に
困
難
を
傭
え
る
次
第
で
あ
る
○
劔
て
宋
史

（　IOS　）



夏
國
傳
の
所
傳
に
よ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　

　
　
安
全
崇
宗
孫
。
越
王
仁
友
之
子
。
開
禧
二
年
蚤
月
Q
贋
馬
子
純
佑
。
密
雲
。
明
年
改
元
慮
天
。
嘉
定
四
年
入
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む

　
　
五
日
。
安
全
姐
。
年
四
十
二
。
在
位
六
年
。
慮
天
四
年
。
皇
建
二
年
Q

を
載
せ
て
居
る
。

　
安
全
が
開
禧
二
年
正
月
（
＝
一
〇
六
）
邸
位
し
て
よ
う
、
嘉
定
四
年
入
閣
五
臼
二
二
一
一
）
聾
す
る
癒
の
期
間
は
在
位

六
年
を
明
記
さ
れ
て
居
る
。
而
し
て
西
夏
の
値
例
に
し
て
、
慶
引
く
所
（
仁
孝
純
血
の
項
塞
照
）
に
よ
っ
て
明
か
な
如
く

安
全
に
於
て
も
同
襟
即
位
の
明
年
改
元
の
明
記
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

　
斯
く
す
れ
ば
ー
ー
明
年
改
元
の
記
に
從
へ
ば
i
i
改
元
年
数
の
総
計
は
當
然
在
位
年
数
六
年
よ
り
一
年
少
く
、
五
年

に
な
ら
れ
ば
な
ら
諏
に
拘
ら
す
、
夏
國
傳
の
改
元
年
数
は
癒
天
四
年
、
皇
建
二
年
、
併
せ
て
六
年
と
成
っ
て
居
る
。
こ

れ
明
か
に
夏
國
傳
其
自
膿
の
矛
盾
で
あ
る
。

　
故
に
是
に
山
っ
て
要
れ
ば
、
今
假
に
安
全
の
即
位
年
、
及
盆
屍
去
年
に
…
談
謬
な
き
も
の
と
す
れ
ば
、
明
年
改
元
の
記
を

肯
定
す
る
か
、
否
か
に
よ
っ
て
、
安
全
の
紀
年
系
列
は
二
通
り
の
場
合
を
考
へ
る
事
が
出
來
る
。

　
で
は
第
一
に
明
年
改
元
の
記
を
肯
定
し
た
場
合
を
考
へ
て
見
よ
う
。
夏
帯
傳
の
明
記
に
繋
り
即
位
の
明
年
改
元
す
れ

ば
、
敢
光
年
敷
は
在
位
年
数
よ
り
當
然
一
年
減
少
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
1
在
位
年
数
が
六
年
な
ら
ば
、
改
元
年
数

は
五
年
で
な
く
て
は
な
ら
濾
。
－
故
に
慮
天
四
年
、
皇
建
二
年
併
せ
て
六
年
を
五
年
に
短
縮
す
べ
き
で
あ
る
。
師
ち

　
　
　
　
吊
目
夏
紀
油
蝉
（
一
ト
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巷
　
　
第
四
擁
　
　
　
山
回
山
門
一

（　le9　）



　
　
　
　
酒
夏
絶
年
考
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ナ
入
巻
　
第
四
號
　
　
　
山
ハ
晶
ハ
ご

慮
天
四
年
を
三
年
と
し
、
皇
建
を
二
年
と
す
る
か
、
他
＝
↓
の
場
合
を
想
像
す
る
事
が
幽
來
る
。
墨
壷
に
示
せ
ば
次
の

如
く
で
あ
る
。
、

第
一
式
　
　
宋

　
　
開
禧
二
年

　
　
　
　
三
年

　
　
嘉
定
元
年

　
　
　
　
二
年

　
　
　
　
三
年

　
　
　
　
四
年

　
　
　
⑱

　　　　皇

　　　　建

＿　　兀
年　　年 年

　　　癒

　　　　匹

二　　：兀

年　年

即

位

夏

甲

元　四
年　年

　　　　　　　施1

　　　　　　　元

二二　　＿　　フG

年　年　年

帥

位
夏

乙

，

（　llO　）

　
次
に
明
年
改
元
の
記
を
否
定
す
れ
ば
、
函
丈
の
年
直
に
癒
天
元
年
と
改
元
せ
し
事
と
な
り
、
從
っ
て
在
位
年
数
の
六

年
も
七
五
改
元
年
数
の
意
と
解
す
る
外
は
な
い
。
故
に
改
元
二
言
と
在
位
年
数
と
の
一
致
を
見
る
わ
け
で
あ
る
。
左
の

如
く
で
あ
る
Q
　
　
　
　
噴

　
第
ご
式
　
　
朱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夏

　
　
　
　
開
蒋
二
年
　
郎
位
　
癒
天
元
年

　
　
　
　
　
　
三
年
　
　
　
　
　
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，



　
　
　
　
嘉
定
元
年
　
　
　
　
　
　
三
年

　
　
　
　
　
　
二
年
　
　
　
　
　
四
年

　
　
　
　
　
三
年
　
　
　
　
皇
建
元
年

　
　
　
　
　
四
年
　
　
　
　
　
二
年
　
轟

　
第
三
の
場
合
は
夏
國
傳
の
明
年
改
元
の
記
、
及
在
位
六
年
の
詑
を
其
の
儘
肯
定
す
る
代
h
・
に
、
安
全
の
死
年
を
一
年

繰
下
げ
て
見
る
か
、
或
は
帥
位
年
を
一
年
繰
上
げ
て
冤
る
か
、
i
夏
國
傳
所
載
の
安
全
印
位
及
麗
去
の
年
に
誤
謬
あ

り
と
假
定
し
た
場
合
で
あ
る
。
之
を
圖
表
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。
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郎
騨
位
）

　
癒
天
元
年
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年
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建
元
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年

麗

第
十
入
｛
磐
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立
夏
紀
年
考
（
下
・
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
が
十
・
八
巻
　
　
策
四
號
　
　
　
山
ハ
山
ハ
四

　
私
は
夏
國
傳
霞
膿
の
矛
盾
に
就
い
て
、
大
略
以
上
の
如
き
三
通
夢
の
場
合
を
假
堕
す
る
事
が
出
來
る
と
思
ふ
。
今
よ

り
丁
年
の
年
代
記
の
類
は
こ
の
錯
概
せ
る
安
全
時
代
の
紀
年
を
如
何
様
に
取
扱
へ
る
か
を
槍
碧
し
て
見
よ
う
。

一、

ｼ
夏
紀
事
本
末
年
表
一
掬
圖
に
示
す
如
く
、
諸
種
の
異
説
を
多
様
に
掲
げ
、
全
く
不
鮮
明
の
識
を
免
れ
な
い
。

安
全
自
立
の
年
を
開
禧
二
年
丙
寅
に
置
い
た
の
は
夏
横
隔
の
記
載
に
忠
密
な
る
も
の
と
し
て
ま
つ
難
黙
の
無
い
所
と
し

て
も
、
癒
天
及
皇
室
の
爾
改
元
の
立
面
安
全
の
死
年
に
鯛
し
て
は
、
私
の
示
し
た
以
上
の
三
つ
の
場
合
を
悉
く
示
し
て

居
る
Q
唯
こ
の
年
表
に
於
て
は
、
常
に
各
重
肴
の
撒
字
を
表
示
し
て
居
な
い
か
ら
、
表
面
極
め
て
確
然
に
見
え
て
み

る
○二

、
西
夏
紀
ー
ー
懇
二
十
六
を
和
す
れ
ば
、
宋
潮
面
紀
年
の
甥
照
は
別
心
の
如
く
で
あ
る
。
之
に
糠
れ
ば
回
天
二
年
皇

建
二
年
を
展
げ
て
、
雁
即
天
元
年
、
皇
建
元
年
を
暴
げ
す
、
且
夏
墨
壷
に
全
然
載
録
さ
れ
て
居
な
い
慮
天
五
年
を
墨
げ
て

居
る
◎
西
夏
紀
の
排
列
法
一
（
私
の
提
案
し
陀
第
二
式
を
探
算
す
）
ー
ー
を
以
て
せ
ば
、
癒
天
元
年
は
當
然
安
全
帥
位

の
年
（
宋
開
禧
二
年
）
を
以
て
之
に
比
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
に
絢
ち
す
、
交
薦
は
開
禧
三
年
は
純
循
の
末
年
（
天
慶
十
三
年
）
を

以
て
表
示
し
、
癒
天
元
年
を
以
て
示
し
て
居
な
い
。
藍
建
元
年
に
就
い
て
も
同
様
の
事
が
言
へ
る
。
師
ち
、
粛
然
皇
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

元
年
を
以
て
示
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
・
宋
嘉
定
三
年
を
塗
筆
五
年
と
し
、
皇
建
元
年
を
脱
落
し
て
居
る
。

三
、
紀
元
編
、
欧
亜
紀
元
合
表
i
は
懇
天
元
年
を
宋
囲
蒋
ご
年
丙
寅
と
な
し
、
懸
天
年
間
は
四
ケ
年
で
あ
る
。
從
っ

て
皇
軍
元
年
は
宋
嘉
定
三
年
庚
午
で
あ
っ
て
、
皇
建
年
聞
は
一
年
を
以
て
止
っ
て
居
る
。
こ
れ
郎
ち
安
全
の
死
年
（
宋

（l12　）



鑑
定
四
年
）
に
果
て
、
議
事
で
は
安
全
の
末
年
（
皇
建
二
年
）
と
、
遵
環
の
最
初
年
（
光
定
元
年
）
の
重
複
せ
る
電
導
を
諒

解
し
得
す
し
て
、
故
意
に
皇
建
二
年
の
一
ケ
年
を
割
減
し
た
と
解
す
る
外
は
な
い
。

四
．
二
十
一
史
世
譜
一
t
は
杢
く
私
の
提
案
し
た
、
第
一
式
甲
を
採
用
し
居
る
。

　
以
上
種
々
説
述
す
る
所
に
よ
れ
ば
、
從
來
の
年
代
記
の
類
は
矛
盾
に
富
む
宋
史
夏
國
傳
安
全
の
紀
年
を
如
何
に
取
扱

っ
て
居
る
か
を
明
か
に
成
し
得
た
と
思
ふ
。
今
よ
り
此
等
の
所
説
を
一
一
批
点
し
併
せ
て
私
の
提
案
し
た
三
様
の
記
年

系
列
の
中
何
れ
を
妥
當
と
な
す
可
か
を
映
定
し
て
見
よ
う
。

　
第
「
は
紀
元
編
、
漱
亜
紀
元
合
表
の
説
－
皇
建
二
年
の
存
在
を
認
め
な
い
一
で
あ
る
。
コ
ヅ
ロ
フ
幽
門
城
に
て

　
　
　
　
　
　
勢

獲
る
所
の
澱
願
文
の
蹟
に
皇
建
二
年
六
月
二
十
五
日
云
云
と
あ
る
に
糠
っ
て
、
到
底
本
説
の
成
立
を
許
容
す
る
事
は
出

來
な
い
。

　
第
二
は
私
の
提
案
し
た
「
第
三
式
」
の
場
合
を
批
歯
し
て
見
よ
う
○
而
し
て
之
か
不
成
立
を
澄
せ
む
爲
に
安
全
の
師
位

及
麗
去
の
年
は
家
門
夏
國
傳
の
載
せ
る
所
に
從
っ
て
、
何
等
誤
謬
な
き
事
を
立
試
し
た
い
○
惟
ふ
に
、
純
佑
の
壌
立
に

安
全
の
嗣
位
に
棄
し
て
は
、
既
に
其
の
｝
端
を
純
佑
の
項
に
於
て
説
述
し
て
置
い
た
通
り
、
蘭
留
夏
國
傳
に
詣
れ
ば
旧

藩
二
年
正
月
で
あ
る
。
こ
の
年
月
に
観
し
て
は
宋
史
本
紀
其
他
宋
の
皮
料
に
傍
謹
は
な
い
⑳
で
あ
る
が
、
金
吏
に
照
合

す
れ
ば
交
聰
表
泰
和
六
年
正
月
乙
丑
宋
開
禧
二
年
）
の
欄
に
、
李
安
全
が
主
純
佑
を
磨
す
る
の
記
を
畿
見
し
得
る
Q
此

等
に
就
い
て
見
れ
ば
、
安
全
器
位
の
年
が
宋
開
禧
二
年
正
月
（
＝
一
〇
六
）
な
る
事
疑
義
の
絵
地
な
し
と
せ
ね
ば
な
る
ま

　
　
　
　
西
夏
　
紀
年
考
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
L
T
入
小
昼
　
鮪
弟
一
四
瀧
　
　
　
山
ハ
山
ハ
五
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西
夏
紀
年
考
（
下
）

蟹
謝
十
八
小
壱
　
　
第
悶
凹
號
　
　
　
山
ハ
山
ハ
晶
ハ

い
。

　
次
に
安
全
の
死
身
に
就
い
て
考
へ
て
見
よ
う
。
一
炭
雄
図
に
歯
嘉
定
四
年
孟
月
五
二
と
戴
一
せ
る
外
、
宋
史
本
紀
に
は
棲
瓢
謹

は
な
い
が
、
之
も
金
事
に
徴
す
れ
ば
、
西
夏
傳
に
大
安
三
年
（
宋
嘉
定
四
年
）
安
全
麗
、
と
見
え
る
。
亦
交
聰
表
及
衛
紹

王
本
紀
に
も
畜
力
を
崇
寧
元
年
（
宋
嘉
定
五
年
ノ
全
盛
王
に
冊
し
た
事
が
記
さ
れ
て
居
る
か
ら
、
安
全
の
死
年
を
焦
前
年

（
宋
嘉
定
四
年
）
に
擬
定
し
て
も
不
都
合
は
な
か
ら
う
。

　
斯
様
に
、
安
全
の
郎
位
麗
去
に
就
い
て
夏
幽
傳
の
年
月
は
誤
傳
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
私
の
提
案
し
た
第
三
式
は
成

立
の
鯨
地
な
し
と
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。
然
ら
ば
、
残
る
所
第
一
式
を
探
る
か
、
第
二
式
に
從
ふ
か
○
第
一
式
之
乙
は
皇
建

二
年
の
電
撃
認
め
て
磐
い
の
で
あ
・
か
ら
今
更
論
議
の
要
は
な
い
。
さ
れ
ば
農
工
斎
か
第
二
式
か
、
第
表
勘

の
如
く
、
夏
園
傳
に
明
記
す
る
改
元
年
数
（
久
大
四
年
皇
建
二
年
）
を
削
減
す
る
事
は
如
何
に
も
不
肖
然
で
め
）
、
今
更

先
例
の
少
い
事
で
あ
る
。
之
に
反
し
、
改
元
年
の
記
載
を
誤
れ
る
事
は
、
既
往
の
事
例
に
徴
し
決
し
て
稀
有
で
な
い
の

み
か
、
仁
孝
時
代
の
如
く
全
改
元
年
に
亘
っ
て
誤
遷
せ
る
先
例
す
ら
存
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
私
は
策
二
期
を
主
張
し

郎
位
明
年
改
元
の
記
を
否
定
し
繕
い
。
第
二
式
の
樋
管
に
從
へ
ば
．
乾
順
時
代
と
同
楼
、
唯
た
の
事
情
の
み
は
認
容
さ

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
○
其
は
開
嬉
二
年
と
云
ふ
年
は
、
純
佑
の
最
末
年
た
る
天
慶
十
三
年
で
あ
る
と
同
時
に
、
安
全
の
最
初

年
た
る
癒
天
元
年
で
あ
る
こ
と
ー
ー
換
言
す
れ
ば
開
禧
二
年
蟻
壁
年
は
、
頭
夏
紀
年
の
方
で
は
重
複
し
て
居
る
こ
と
…

－
で
あ
る
Q
然
ら
ば
、
何
故
か
、
る
不
都
舎
が
許
さ
れ
か
。



「

　
一
、
，
安
全
は
篁
奪
の
圭
で
あ
る
か
ら
．
難
し
も
夏
國
の
先
例
を
踏
襲
し
た
と
考
へ
る
必
要
な
き
こ
と
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
二
、
差
響
の
純
佑
を
磨
関
し
た
年
は
宋
開
禧
二
年
正
月
な
る
故
、
年
始
に
當
り
、
是
位
と
同
時
に
改
元
し
た
と
考
へ

　
　
何
等
不
都
合
な
き
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

　
三
、
夏
國
傳
所
載
の
改
元
の
記
に
は
誤
傳
の
先
例
屡
々
あ
る
こ
と
。

等
に
糠
っ
て
、
私
は
斯
る
主
張
を
な
す
次
第
で
あ
る
Ω

　
安
全
の
項
を
経
る
に
臨
み
、
重
々
繰
返
し
て
串
添
へ
て
置
き
た
い
の
は
、
墨
黒
の
常
例
（
諒
炸
、
乗
常
、
仁
孝
、
純
佑
）

に
在
っ
て
は
、
前
主
の
死
出
と
後
主
の
上
位
年
が
同
一
年
た
る
場
合
i
夏
國
に
於
て
事
實
塞
位
の
年
は
一
年
も
存
し

　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む

な
い
が
一
こ
の
一
年
は
前
主
後
曾
爾
方
の
在
位
年
数
に
は
含
ま
し
て
あ
る
が
、
改
元
年
撒
の
黙
よ
り
言
へ
ば
前
生
の

改
元
年
撒
に
の
み
含
ま
れ
て
居
て
、
後
圭
の
改
元
年
数
に
は
含
ま
れ
て
居
な
い
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
、
乗

常
と
乾
順
、
純
佑
と
安
」
全
の
嗣
位
’
縫
承
年
は
全
く
例
外
で
あ
る
。

　
（
－
）
　
西
夏
紀
（
指
揮
↓
一
論
ハ
）
た
紘
槻
一
ヲ
れ
ば
、
本
丈
に
鮒
財
嚢
ぜ
｝
し
加
洲
～
、
、
か
氷
夏
謂
粥
紀
年
の
欝
昭
…
ぽ
様
【
め
イ
、
｝
小
樹
鵬
獲
に
で
、
、
輪
Ψ
も
夏
國
紀
年
の
一
重
複
せ
イ
。

　
　
　
事
貴
な
何
畔
迄
も
諒
解
し
得
な
い
如
く
で
あ
ろ
。
弼
し
て
丈
面
ぱ
巧
に
縫
合
舷
ら
れ
、
一
見
買
繋
不
都
合
な
音
如
く
見
え
ろ
。
亦
罫
定
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
む
　
む
　
む

　
　
　
秋
入
月
震
建
改
元
と
云
へ
る
如
く
、
朱
墨
夏
國
傳
に
鎌
る
と
な
す
も
夏
國
徳
に
ぱ
安
全
の
條
r
建
て
、
明
年
改
元
以
外
の
改
元
の
記
断
じ
て

　
　
　
　
霧
す
る
な
し
Q

　
パ
に
）
　
一
〇
ξ
嚢
【
琶
p
9
戸
さ
〆
戸
．
．
ω
9
。
目
9
琴
H
昌
さ
ピ

　
　
　
レ
目
．
H
）
魚
謡
。
π
周
、
塁
窺
0
9
さ
三
雲
⑭
良
を
δ
一
m
門
餐
冨
く
①
唱
舞
一
ρ
＝
二
湊
一
〇
昌
届
く
。
い
“
ざ
く
富
加
マ
戸
門
〔
7
踏
げ
。
［
c
・

　
　
　
　
ペ
リ
ヨ
氏
蕃
號
十
一
。
佛
敏
願
文
瞬
物
の
骸
丈
。

　
　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ふ
一
八
巻
　

歓恥

蜍
r
　
　
　
山
ハ
同
盟
七
　
　
　
　
　
，
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西
夏
紀
年
考
（
下
）

砕
三
十
－
八
巻
　
　
第
圏
號
’
　
　
六
轟
ハ
入
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癸
丑

甲
寅

乙
卯

oo　
庚
申

12

紹
煕
四五

慶
一
還
元

二三四五山IN

泰
　
元

蘇
定
元二

純
　
臨
　
即
　
位

天
　
慶
　
元
　
年

上
　
年

三
　
年

四
　
年

五
　
年

六
　
年

七
　
購

入
　
年

九
　
年

　＠
（J．　A）

　＠
（」．　A）

夏
改
元
天
縫

衣
或
既
年
（
本
末
）
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乙
丑

丙
寅

戊
辰

庚
午

辛
未

三四

開
醸
元二三

黙
定
一

二三四五

安
　
全
、

慶
　
天

十
　
年

十
一
年

こ元十即十

年年年位年

三
　
年

取
　
年

（
紀
元
編
、
鰍
亜
）

十
二
年
忌

慮
天
元
年
　
　
　
夏
改
鷹
天
或

（
二
・
†
一
窺
）
　
在
此
年
く
本
未
）

羅烏
鷺駅
襲肇
羅夏改
元
光
定
或

在
此
年
（
本
宋
）

〈　116　）

九
、
末
期
時
代
（
遵
硬
．
落
慶
、

◎
一
、
宋
金
爾
史
の
異
傳

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　
@
甕
丈
年
（
在
位
年
数
十
三
年
改
元
年
鍛
十
モ
年
）

　　

@　

@　

@　
@
睨
）
離
課
題
壷
慶
二
年
七
月
（
在
位
年
数
四
年
改
元
年
数
四
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
紀
一
ニ
ニ
七
　
貸
慶
三
年
七
月
（
奮
位
年
…
数
工
年
）

金
史
脱
の
名
を
失
ふ
。

宋
礎
夏
國
傳
黒
髪
の
條
ぱ
遵
頒
、
徳
旺
、
睨
の
三
代
よ
り
成
れ
る
も
、
金
史
西
夏
傳
に
あ
っ
て
は
、
最
後
主
た
る
硯

の
名
を
失
し
て
居
る
。
左
の
如
く
で
あ
る
。
正
大
三
年
の
條
に



駄
・

　
　
三
年
二
月
。
遵
頚
死
。
十
月
徳
駐
死
。
嗣
立
者
。
吏
失
薬
名
。
明
年
夏
幽
亡
。

と
見
え
る
○
こ
の
三
代
は
通
糞
し
て
、
僅
に
二
十
年
足
ら
す
の
短
年
月
た
る
に
拘
ら
す
、
そ
の
紀
年
は
前
の
乾
順
、
仁

存
安
全
の
條
に
見
た
る
如
き
異
例
に
漏
れ
す
、
そ
の
間
不
調
和
の
跡
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
Q
以
下
順
次
項
を
追
う
て

述
べ
よ
う
。
ま
つ
第
｝
は
遵
頭
の
郎
位
年
に
抄
す
る
疑
問
で
あ
る
。

◎
二
、
三
頭
師
位
に
就
て
、
宋
、
金
、
爾
史
の
所
傳

　
宋
史
夏
國
傳
遵
頒
の
條
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　

　
　
圭
頭
始
以
宗
室
。
策
試
進
士
及
第
。
爲
大
都
督
府
主
。
嘉
定
四
年
七
月
三
士
。
立
。
時
年
四
十
九
Q
改
元
光
定
。

と
曼
て
磐
。
之
操
撃
茎
年
は
楚
四
年
七
月
＝
百
と
明
尋
、
れ
て
居
・
。
然
る
に
、
同
じ
重
美
婁
働

全
の
條
に
載
せ
る
所
を
見
れ
ば
次
の
如
し
。

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　

　
　
忠
婦
｛
疋
四
年
八
月
五
日
○
轟
女
ム
土
殖
。
b
年
四
十
二
Q
在
」
位
誠
ハ
。
年
O
改
一
兀
鷹
天
四
年
。
由
黒
建
二
年
O
砿
二
日
徽
「
穆
白
薫
帝
。

　
　
廟
號
嚢
宗
。
陵
號
漫
読
。
有
子
環
承
頼
。
齊
國
忠
武
王
彦
宗
之
子
。
大
都
督
府
主
遵
頚
立
。

上
の
如
く
、
夏
國
傳
安
全
遵
頭
の
爾
條
を
比
較
す
れ
ば
、
款
項
の
條
に
記
す
選
墨
俣
位
の
年
月
は
安
全
の
條
に
明
記
せ

る
安
全
の
死
期
以
前
に
存
す
。
帥
ち
安
全
の
死
去
し
た
八
月
五
臼
以
前
に
遵
項
は
王
位
織
漏
し
た
と
解
せ
ね
ば
な
ら
諏

然
れ
ど
も
、
安
全
の
條
に
は
、
遵
項
が
安
全
在
世
中
に
位
を
嗣
い
だ
如
き
形
跡
は
毫
も
登
顕
し
得
な
い
○
だ
が
寧
ろ
前

記
安
全
の
條
中
に
窺
ひ
得
る
如
く
、
其
の
末
尾
に
遵
碩
立
と
あ
っ
て
、
安
全
の
條
の
み
よ
り
見
れ
ば
、
遷
頭
は
安
全
の

　
　
　
　
西
夏
紀
焦
・
考
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
魯
　

第
一
四
號
　
　
　
轟
ハ
轟
ハ
九



　
　
　
　
西
夏
艶
年
強
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
濯
十
八
巷
　

第
四
號
　
　
　
山
ハ
七
〇

殖
後
直
に
嗣
位
し
た
と
推
測
し
悔
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
金
中
西
夏
縛
に
徴
す
れ
ば
、
私
の
豫
見
が
全
く
裏
切
ら
れ

て
、
　
一
見
矛
盾
を
包
心
す
る
の
如
く
冤
え
た
宋
野
選
國
傳
の
該
記
載
が
正
鵠
を
得
て
居
る
と
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
金

史
西
夏
傳
に
慷
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
ソ
　
む
　
　
む
　
　
つ
　
　
む
　
　
む
　
　
　
り

　
　
大
安
三
年
。
安
全
麗
。
族
子
尊
霊
立
。
湛
嘉
詩
暴
状
元
及
第
G
著
大
都
督
府
主
。
’
立
在
安
全
麗
前
一
月
。
衛
紹

　
　
王
無
實
録
。
不
知
其
故
。

と
あ
っ
て
、
之
に
怠
れ
ば
、
遵
項
の
郎
位
は
安
杢
の
死
（
嘉
定
四
年
風
月
五
日
）
以
前
一
月
、
郎
ち
＋
月
三
日
で
あ
っ
た

こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
馨
る
◎
是
を
以
て
観
れ
ば
、
宋
金
冠
災
は
互
に
符
合
し
、
長
短
相
補
う
て
居
る
と
言
は
ね
ば
な

ら
ぬ
。
だ
が
黍
璽
の
本
紀
に
難
の
無
い
の
は
薇
で
あ
・
。
　
・
　
　
　
　
爾

◎
三
、
遵
頭
在
位
年
数
明
記
せ
す
1
在
位
年
数
改
元
年
数
は
同
数
－
夏
國
傳
紀
年
の
重
複

　
宋
愛
夏
國
傳
遵
頚
の
條
は
他
の
歴
代
の
例
と
趣
を
異
に
し
、
在
位
年
数
を
明
記
し
て
居
な
い
リ
今
之
を
摘
録
す
れ
ば

左
の
如
し

　
寅
慶
三
年
　
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
搬
避
へ
壌
姐
Q
志
ハ
十
四
〇
耽
収
等
ル
光
｛
疋
十
ム
ニ
年
。
一
識
R
［
O
英
交
撫
瓢
帝
廟
號
舳
僻
心
革
。

さ
れ
ば
蕪
に
　
遊
頭
野
葬
當
時
の
年
齢
四
十
九
と
、
死
去
當
時
の
年
齢
六
十
四
よ
り
推
糞
す
れ
ば
、
遵
頭
勝
位
よ
り
麗
去

迄
は
正
に
十
六
年
と
な
る
。
勿
論
こ
の
十
六
年
の
中
に
は
即
位
當
年
も
、
麗
去
當
年
も
、
餐
｝
ヶ
年
と
し
て
含
ま
れ
、

且
遵
頚
は
麗
去
前
に
譲
位
せ
る
爲
、
在
位
年
数
は
爾
之
よ
り
少
い
の
で
あ
る
．
宋
史
夏
國
傳
嘉
定
十
六
年
の
條
、
遵
顔



傳
位
の
事
を
敏
し
て
左
の
如
し
〇

　
　
十
山
ハ
年
。
樽
罪
坦
白
認
號
…
上
撫
皿
o
領
け
位
於
猛
ハ
エ
」
徳
旺
○

　
劔
て
夏
鳶
傳
に
明
記
す
る
遵
頭
時
代
唯
一
度
の
改
元
年
た
る
断
定
十
三
年
と
在
位
年
数
の
關
係
を
考
究
し
て
見
よ

う
Q
前
の
年
齢
推
算
に
糠
っ
て
得
た
遵
頂
師
位
よ
り
死
去
に
至
る
年
数
（
十
六
年
）
よ
り
、
籍
定
十
七
年
（
魏
頸
糠
位
）
、
實

慶
元
年
（
遵
項
譲
位
の
警
々
年
）
、
寳
慶
二
集
轟
発
）
の
三
ヶ
年
を
除
去
す
れ
ば
、
無
縫
に
在
位
年
三
＋
三
年
芝
な
る
。
帥
ち

夏
國
傳
所
載
の
改
元
年
数
光
定
十
三
年
と
合
致
す
る
。
故
に
夏
國
傳
に
虚
位
と
同
時
に
改
元
の
事
を
記
し
、
光
定
年
間

山
⊥
ご
年
と
な
す
は
、
共
に
疑
義
を
挿
む
除
地
無
し
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

だ
茎
鷺
禦
期
蕊
光
定
改
元
至
楽
光
定
＋
三
年
集
金
の
紀
髭
較
封
照
し
て
論
究
し
一
。
働

前
節
に
究
明
せ
し
如
く
、
光
定
元
年
は
宋
嘉
定
四
年
に
相
重
し
、
こ
の
年
歯
項
邸
位
の
年
た
る
と
同
時
に
安
全
最
末
の

年
だ
る
皇
建
二
年
な
る
故
、
宋
史
夏
國
傳
の
紀
年
は
菰
に
亦
一
ケ
年
重
複
し
て
居
る
Q
か
、
る
事
例
は
夏
國
の
常
規
を

〆
逸
す
る
も
の
な
る
が
、
既
に
乾
順
の
即
位
に
も
、
前
金
の
師
位
に
も
、
先
例
あ
る
事
故
認
容
す
べ
き
で
あ
る
Q

　
春
光
定
元
年
が
宋
嘉
定
四
年
金
大
妥
三
年
に
相
當
す
る
こ
と
宋
金
井
災
の
外
、
今
一
例
大
金
函
丈
に
徴
し
て
も
確
實

で
あ
る
。
本
紀
大
安
三
年
の
條
に

　
　
是
春
。
西
夏
始
爲
大
軍
所
攻
。
遣
使
重
三
援
。
國
主
区
立
。
不
能
救
。
大
軍
至
楽
鑑
Q
而
存
。
夏
人
恨
之
。
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む

　
　
金
國
亦
爲
所
擾
執
。
盆
衰
、
夏
人
恨
顔
Q
途
叛
。
乃
改
元
光
定
。

　
　
　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
口
　
第
四
號
　
　
六
七
一



　
　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
　

第
「
四
號
　
　
　
六
七
一
㎜

と
見
え
、
時
既
に
夏
金
共
に
蒙
古
の
脅
威
を
鵬
一
驚
け
つ
、
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
之
に
繰
れ
ば
、
嘉
定
四
年
、
大
安
三
年
、

光
定
元
年
の
同
｝
年
・
た
る
こ
と
殆
6
1
ど
疑
雲
な
い
。

薫
辛
定
＋
三
矢
麟
響
に
就
て
は
、
前
讐
簸
て
甕
の
年
齢
を
基
準
に
推
算
し
蕪
塁
も
、
宋
忌
門
國
傳
の
記

載
も
、
全
然
一
致
し
て
居
る
こ
と
を
關
明
し
だ
が
、
今
亦
弦
に
金
輪
爾
夏
傳
元
光
二
年
（
宋
嘉
定
十
六
年
）
の
條
下
に

も　
　
得
歳
遵
項
三
位
於
子
徳
涯
。

と
載
せ
ら
れ
、
三
者
よ
く
符
合
し
て
居
る
。

◎
四
．
各
年
代
記
の
正
誤

　
こ
の
項
を
絡
る
に
當
り
、
駅
長
の
年
代
記
に
し
て
西
夏
遵
顔
時
代
の
紀
年
を
取
扱
へ
る
も
の
は
如
何
襟
に
之
を
排
列

せ
る
か
、
を
紹
介
し
て
澱
く
。

　
一
、
西
夏
馬
事
本
末
一
之
は
何
時
も
乍
・
ら
態
度
甚
だ
明
確
を
歓
い
て
居
る
も
、
末
期
の
部
に
煮
て
、
特
に
暖
昧
模

糊
た
る
の
識
を
免
れ
な
い
。
例
へ
ば
こ
の
場
合
に
於
て
も
、
光
定
元
年
は
宋
嘉
定
四
年
、
五
年
、
六
年
忌
中
、
何
れ
か

に
相
當
す
べ
し
と
の
想
定
を
下
し
た
る
は
殆
ん
ど
一
一
批
勢
の
邊
が
な
い
。

　
二
、
紀
元
編
i
は
光
定
年
聞
を
宋
嘉
定
四
年
よ
り
＋
五
年
迄
に
挑
謝
し
、
光
定
年
間
を
＋
二
年
間
と
し
て
居
る
。

何
故
紀
元
編
は
光
定
十
三
年
の
一
ヶ
年
を
削
除
し
た
か
と
云
ふ
に
、
こ
の
二
恩
ち
宋
嘉
定
十
六
年
は
亦
次
主
徳
旺
の
乾

（120）



定
元
年
と
重
複
せ
る
た
め
、
恐
ら
く
意
圖
す
る
所
あ
っ
て
之
を
削
減
し
π
に
相
違
な
い
。

　
三
、
二
十
一
史
世
譜
－
は
全
く
紀
元
編
に
同
じ

　
四
、
西
夏
紀
は
誤
謬
な
し
。

　
五
、
欧
亜
紀
元
合
表
一
も
誤
謬
な
し
。

◎
五
、
徳
旺
の
在
位
年
数
と
改
元
年
数
－
夏
國
傳
紀
年
の
重
複

　
徳
旺
が
遵
項
よ
り
位
を
傳
へ
ら
れ
た
σ
は
宋
嘉
定
十
六
年
、
金
元
光
二
年
な
る
こ
と
前
項
に
闘
…
明
し
穴
如
く
で
あ
る

叉
元
太
誰
誰
入
年
に
し
て
、
元
史
本
紀
に
は
事
見
え
な
い
が
、
元
史
新
編
、
元
礎
類
編
、
新
元
史
等
等
総
て
之
を
載
せ

て
居
・
。
裁
っ
て
謹
の
死
年
も
乾
定
量
四
年
轟
た
重
圏
の
奮
な
っ
て
居
・
か
柴
宋
寳
慶
二
察
癸
岡

三
年
に
相
常
す
る
。
宋
史
夏
國
傳
に
檬
れ
ば
、
左
の
如
し

　
　
丙
戌
十
月
徳
旺
姐
。
四
十
六
。
改
元
乾
定
四
年
。

叉
金
史
西
夏
傳
を
槻
れ
ば
、
庇
大
三
年
へ
元
大
組
二
十
　
年
）
の
條
に

　
　
十
月
徳
旺
死
云
云

と
見
え
、
金
曜
本
紀
、
秘
史
本
紀
、
宋
史
本
紀
に
は
事
見
え
な
い
が
、
元
吏
細
編
、
新
元
吏
は
此
年
に
夫
々
徳
旺
の
死

を
載
せ
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
二
二
一
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
…
二
山
ハ
）

　
是
に
由
っ
て
掌
れ
ば
、
徳
旺
は
宋
嘉
定
十
六
年
癸
未
に
位
を
受
け
、
實
慶
二
年
丙
戌
卒
・
す
る
迄
、
其
間
四
ヶ
年
で
あ

　
　
　
　
半
夏
紀
年
考
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
上
巻
　
第
四
號
　
　
六
七
三



　
　
　
　
酉
珊
炭
紀
年
考
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
八
十
入
巻
　
　
第
槻
淵
残
　
　
　
⊥
ハ
七
四

る
。
從
っ
て
乾
定
年
間
四
ヶ
年
を
之
に
挑
列
す
れ
ば
、
乾
定
元
年
は
宋
嘉
定
十
六
年
、
金
元
光
二
年
、
元
太
二
十
入
年

に
相
乗
す
る
。
斯
く
す
れ
ば
徳
旺
の
最
初
年
指
定
元
年
は
遷
頭
の
最
末
年
光
定
十
三
年
と
重
複
し
、
朱
史
夏
國
傳
の
紀

年
は
是
に
叉
一
年
忌
談
差
を
生
じ
て
居
る
。
次
は
夏
國
最
後
主
睨
の
年
代
を
考
究
す
る
に
躍
り
．
先
に
避
溢
の
滅
亡
年

を
決
定
し
て
概
き
度
い
。

◎
六
、
夏
幽
の
滅
亡
年
－
宋
史
夏
國
傳
の
誤
記

夏
國
の
滅
亡
に
写
し
て
は
二
通
り
の
異
母
あ
る
。
其
の
ぽ
宋
黒
馬
國
傳
の
寳
慶
二
集
審
理
一
葬
年
）
で
あ
り
、

其
の
二
熟
慮
豊
傳
の
金
正
大
聚
（
宋
蜜
慶
三
年
元
太
醗
二
十
二
年
）
で
あ
・
。
宋
婁
國
漿
末
の
修
繋
れ
ば

　
　
二
年
丁
亥
秋
っ
爲
大
元
取
國
Q
途
亡
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

と
見
え
る
。
惟
ふ
に
、
二
年
丁
亥
と
は
賓
慶
二
年
丁
亥
の
謂
で
あ
る
こ
と
論
を
俊
た
な
い
が
、
導
電
の
年
は
寳
慶
二
年

で
は
な
く
し
て
、
寳
慶
三
年
で
あ
る
。
唯
に
干
支
の
上
よ
り
す
る
の
み
な
ら
す
、
夏
國
傳
の
膿
裁
よ
り
得
る
も
、
前
篇

引
用
せ
る
箇
所
よ
り
三
行
前
に
實
慶
二
年
云
云
の
記
既
に
存
す
る
が
故
に
、
簑
慶
二
年
の
條
は
以
前
に
絡
る
も
の
と
看

挿
す
驚
き
で
あ
る
。
故
に
是
に
二
年
を
繰
返
す
要
更
に
無
く
、
從
っ
て
二
年
は
三
年
の
誤
記
な
る
こ
と
疑
な
い
。
念
の

爲
金
史
西
夏
傳
正
大
三
年
の
條
に
徴
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　

　
　
三
年
二
月
。
遵
頚
死
Q
七
月
徳
論
死
。
嗣
者
失
其
名
。
明
年
壷
飾
ご
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
太
麗
二
十
二
年
に

と
見
え
、
士
爵
慶
三
年
金
正
大
四
年
夏
國
滅
亡
し
た
こ
と
卜
占
で
あ
る
。
更
に
元
史
太
長
講
紀
二
十
二
年
号
亥
六
月
の



榛
に
も

　
　
是
月
夏
圭
李
賜
降
帝
◎
　
，

と
あ
っ
て
、
此
年
に
夏
團
の
滅
ご
せ
し
こ
と
を
断
ず
る
に
躊
躇
し
な
い
。
新
元
史
は
此
聞
の
垂
球
を
よ
一
事
へ
て
、
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

醍
二
十
二
年
六
月
よ
り
十
月
に
亙
り
夏
幽
滅
亡
の
顛
末
を
厳
し
、
極
め
て
精
細
を
甘
し
て
居
る
。
別
紙
の
注
解
に
就
て

墾
照
せ
ら
れ
む
；
と
を
望
む
。

◎
七
、
睨
の
寳
慶
改
元
の
可
否

　
管
長
二
年
七
月
徳
旺
卒
し
、
猛
立
っ
て
璽
三
年
七
月
夏
國
の
滅
亡
す
る
迄
凡
そ
一
年
間
宋
史
部
國
傳
に
は
改
元
の
こ

と
を
記
し
憂
い
誓
書
錘
と
改
元
せ
し
・
と
毒
へ
て
居
・
。
今
一
各
年
代
記
の
毒
累
に
∴

る
と
洞
時
に
、
こ
の
黙
を
閾
明
し
て
見
度
い
○

　
（
一
）
紀
元
編
、
二
十
一
吏
世
譜
i
の
二
者
は
乾
定
元
年
を
嘉
定
十
六
年
に
、
乾
定
四
年
を
寳
慶
二
年
に
擬
し
、
最

末
年
た
る
寳
慶
三
年
は
察
欄
に
し
て
居
る
。

　
（
二
）
西
夏
墨
壷
本
末
は
嘉
定
十
六
年
を
以
て
乾
定
元
年
と
し
、
爾
十
五
年
、
十
七
年
の
爾
年
を
以
て
夏
改
乾
定
或
在

此
年
と
言
っ
て
、
相
も
墾
ら
す
暖
昧
の
態
度
を
績
け
、
宋
寳
慶
二
年
、
三
年
の
爾
年
を
以
て
夏
の
寳
慶
改
元
の
年
に
擬

し
て
居
る
。

　
（
三
）
蹴
亜
紀
元
意
表
の
如
き
も
乾
定
年
欄
を
三
ヶ
年
と
し
、
嘉
定
十
六
年
よ
り
實
慶
元
年
迄
に
之
を
排
列
し
、
宋
寳

　
　
　
　
西
夏
　
紀
年
　
考
　
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巷
　
　
第
四
號
　
　
　
同
朋
七
五



　
　
　
　
西
夏
紀
年
考
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
固
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
曙
†
岬
八
小
壱
　
第
四
號
　
　
　
六
七
六

慶
二
年
三
年
を
夫
々
夏
費
慶
元
年
二
年
と
し
て
居
る
。

西
茜
夏
紀
も
如
何
に
も
解
し
磐
る
黙
が
存
す
る
。
其
は
委
慶
二
年
（
金
正
大
三
年
）
を
西
夏
忍
業
一
葦
に
、
寳
慶
元
年

を
確
定
二
年
に
、
嘉
定
十
七
年
を
乾
定
元
年
に
比
定
し
て
居
る
。
こ
の
排
列
に
從
へ
ば
乾
定
年
間
を
四
ヶ
年
数
へ
る
こ

と
は
出
來
な
い
。
而
し
て
最
末
年
た
る
宋
實
慶
三
年
を
以
て
西
夏
繋
二
年
と
な
し
概
き
乍
ら
、
何
虚
に
も
総
元
と
云
ふ

記
を
掲
げ
て
居
な
い
。
抑
之
は
如
何
な
る
愚
糠
に
由
る
も
の
か
を
一
考
し
て
見
よ
う
。
撰
者
戴
氏
は
憲
二
十
入
宋
賢
慶

三
集
雑
大
）
西
夏
総
二
年
の
條
下
に
註
し
て
蜜

　
　
按
。
西
夏
望
事
謂
。
野
里
國
勢
瀕
危
。
師
位
不
改
元
。
勿
欝
乾
定
。
而
紀
事
年
表
以
是
年
。
翠
煙
慶
元
年
。
紀
元

編
饗
宴
嚢
倶
不
落
．
惟
奨
季
重
．
夏
鰹
鏡
立
。
墾
葦
．
不
融
業
。
與
史
失
葦
號
合
．
　
陶

と
述
べ
て
居
る
。
之
に
就
い
て
卑
見
を
興
せ
ば
、
夏
國
の
最
末
年
は
年
立
を
敏
い
て
居
る
と
主
張
し
た
い
。
一
紀
元

編
、
二
十
一
史
愛
糞
の
説
に
從
ひ
皮
い
。
戴
錫
章
氏
の
蒐
集
せ
る
も
の
に
從
へ
ば
西
夏
書
事
、
紀
元
編
、
紀
元
表
等
悉

く
睨
の
改
元
を
記
し
て
居
な
い
○
是
に
於
て
、
敢
て
臆
測
逞
し
う
す
れ
ば
、
画
夏
悪
事
に
も
睨
即
位
せ
る
時
、
既
に
國

勢
危
に
瀕
し
、
改
元
せ
ず
と
言
へ
る
如
し
、
改
元
の
事
無
か
り
し
も
の
と
考
へ
誓
い
。
併
し
前
代
の
年
松
野
定
を
総
し

た
と
す
る
は
如
何
か
と
思
ふ
。
寧
ろ
紀
元
表
の
動
く
、
睨
立
っ
て
軍
に
元
年
を
煩
す
と
な
す
が
稔
當
で
あ
ら
う
。
西
夏

紀
は
こ
の
紀
元
表
を
襲
踏
し
た
と
考
へ
ら
れ
、
最
末
年
を
以
て
聡
二
年
と
言
っ
て
居
る
わ
け
で
あ
る
。
玉
章
氏
も
言
へ

る
如
く
、
何
れ
に
し
て
も
そ
の
年
號
を
失
へ
る
黙
宋
史
と
含
ふ
と
な
し
て
、
之
に
は
從
ふ
可
き
で
あ
ら
う
。



畢
課
す
る
に
西
夏
紀
事
本
末
に
寳
慶
改
元
の
こ
と
を
記
せ
る
は
斎
忌
慶
の
年
號
が
載
録
の
際
に
客
意
し
だ
の
で
は
あ

る
ま
い
か
と
思
ふ
○
何
れ
を
揮
ぶ
も
文
献
上
よ
り
し
て
端
正
臆
測
の
範
幽
を
｝
歩
も
股
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。

　
（
王
）
　
夏
元
交
渉
史
に
賛
し
て
ぱ
史
料
も
潤
澤
で
あ
る
。
．
殊
に
元
史
、
其
他
元
朝
鞠
係
の
史
料
に
迄
其
の
範
畿
が
肥
大
さ
れ
乗
Q
私
ほ
夏
元
交
渉
史

　
　
　
　
な
三
期
に
分
っ
て
考
へ
て
見
糞
い
。
第
一
期
、
第
二
期
に
寵
す
る
こ
と
ほ
夏
國
の
滅
亡
と
醗
接
關
係
が
無
い
か
ら
今
世
に
省
略
す
ろ
。
本
論

　
　
　
　
に
於
て
朱
、
金
、
爾
史
よ
り
夏
山
の
滅
亡
年
ば
宋
實
慶
三
年
、
金
正
大
四
年
、
元
太
概
二
十
二
年
、
酉
紀
一
，
二
二
七
年
、
丁
亥
な
る
こ
と
，

　
　
　
　
　
｝
二
丁
出
し
た
が
、
今
よ
り
元
朝
灘
の
史
料
に
櫨
つ
イ
、
こ
の
事
燐
な
更
に
究
明
し
て
見
穴
い
。
元
更
太
租
本
紀
二
＋
一
年
、
二
＋
二
年
の
條

　
　
　
　
に
元
の
夏
國
奄
攻
め
索
こ
と
た
載
せ
、
宋
、
金
爾
史
な
耕
ぜ
て
考
へ
て
見
よ
う
。
元
吏
太
醗
本
紀
二
十
一
年
丙
戊
の
峰
に

　
　
　
　
　
　
春
距
月
帝
以
西
夏
靹
仇
人
實
勤
鳴
克
轍
昆
及
不
遣
質
子
塑
醐
親
征
云
云

　
　
　
　
と
あ
っ
て
毘
冠
に
親
征
奄
謁
し
引
き
醜
き
記
す
班
に
披
れ
ば
二
只
に
1
1
黒
水
城
西
芝
山
十
二
月
に
ほ
婁
州
と
歎
つ
糞
瓜
に
夏
國
の
要
都
存

　　

@　

U
略
素
、
金
蔵
秦
本
墾
大
三
年
（
琉
恥
￥
一
・
の
條
晃
が
墨
府
叢
・
ξ
・
見
・
・
歪
・
所
翠
雲
・
て
磐
。
那
珂

　
　
　
　
博
士
も
威
吉
思
妻
郵
書
の
注
に
可
な
り
精
細
な
傍
謹
た
廣
汎
に
捜
め
て
居
ら
れ
る
が
宋
、
金
、
爾
吏
な
滲
照
さ
れ
て
居
な
い
の
に
遙
憾
で
あ

　
　
　
　
る
Q
今
よ
り
博
士
の
研
究
な
紹
介
す
う
と
円
頓
に
柳
か
拙
い
補
筆
な
試
み
購
い
。
實
簸
巻
十
二
の
，
頭
に

　　

@　

@　

轤
ﾌ
年
（
蘇
職
聾
奪
兀
太
組
二
＋
一
年
丙
戌
）
秋
成
吉
思
合
晋
尭
暢
の
民
の
庭
に
掛
馬
糞

　
　
　
　
と
あ
っ
て
元
史
太
租
本
紀
、
金
吏
哀
宗
本
紀
と
よ
く
一
致
し
て
居
る
。
博
士
の
註
に
宣
れ
ば
此
蓮
征
に
一
読
に
乙
酉
の
秋
（
太
麗
二
十
年
）
と

　
　
　
　
し
親
征
録
剛
失
暢
額
丁
集
史
が
之
で
あ
る
。
那
珂
博
士
ぽ
太
平
二
十
年
観
に
賛
意
を
表
さ
れ
て
居
る
。
新
元
史
ば
太
雛
本
紀
二
十
年
、
二
十

　
　
　
　
　
一
年
、
二
十
二
年
の
毛
玉
に
太
組
の
西
夏
親
征
に
勝
て
列
記
す
ろ
所
が
あ
ろ
が
、
今
囲
に
省
略
し
て
既
く
。

　
　
　
　
之
を
要
す
る
に
撃
手
の
滅
亡
ぱ
、
太
就
二
十
年
の
親
征
十
二
二
十
二
年
に
至
り
全
く
事
終
つ
六
も
の
と
考
へ
ろ
喚
き
で
あ
ろ
。
こ
の
最
後
の

　
　
　
　
事
燈
た
新
元
史
の
記
す
班
に
擦
っ
て
見
れ
ば
聖
職
二
十
二
年
六
月
十
二
表
を
奉
っ
て
降
ら
む
こ
と
な
請
ふ
六
。
是
噂
帝
巳
に
木
漂
に
し
て
密

　
　
　
　
　
に
左
右
に
論
し
て
曰
く
夏
年
來
る
な
撃
っ
て
郎
ち
殺
ぜ
と
。
喩
え
て
秋
七
月
七
＋
蜜
一
π
て
崩
す
。
日
延
來
朝
し
て
三
日
諸
將
逡
命
に
纒
つ

　
　
　
　
　
　
菰
同
夏
細
期
年
考
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
十
八
巷
　

第
四
號
　
　
　
山
ハ
七
七

（　125　）



　
衛
　
憂
紀
年
考
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
億
脳
全
入
巷
　
　
第
闘
號
　
　
　
六
七
八

て
之
を
殺
し
療
G
以
上
薪
元
史
の
内
容
に
大
略
三
三
に
嗣
じ
で
、
患
ふ
に
更
料
ル
之
に
仰
い
だ
と
思
ば
れ
る
。
だ
が
實
簸
で
に
夏
不
兇
鐸
の

殺
さ
れ
・
糞
の
ほ
太
醗
昇
還
以
鶴
の
纂
と
な
っ
て
鷹
ろ
o

1｛　L，i　1

辛
未

　
　
　
皇

箭
定
㎎

　
　
　
光

　
　
六
　
七
　
八
　
九
　
十

　
十
「

十
二
・

　
十
三

十九八七六五四三
年年年年年年年年

　定建
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年年年
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癸
未

王22？　1225

丁丙乙
亥戊酉

　
十
四

　
十
五

　
十
六

　
十
七

賓
慶
元

　
　
二

　
　
三

　　　　乾

　　　　定

四三二元十十ナ

年年年年年年年
光
定
＋
二
年
止
（
紀
元
、
二
十
一
史
）

乾
定
元
年
（
夏
紀
）

｛
焚
慶
元
年
（
離
蹴
薮
、
本
轟
本
）

乾
｛
疋
三
年
庇
（
夏
紀
）

構
二
年
（
夏
紀
）

賓
慶
二
年
（
賦
亜
、
本
未
）

’

（12り

十
、
結

寄猷
鰹コ

　
是
に
於
て
、
元
災
よ
り
…
院
に
至
る
十
代
問
の
爆
撃
紀
年
の
研
究
に
年
末
を
告
げ
る
に
臨
み
、
全
般
に
亙
っ
て
訂
正
を

試
み
、
最
後
の
結
論
と
し
度
い
。
元
昊
開
運
元
年
よ
り
、
元
太
澱
二
十
二
年
睨
の
蒙
古
に
降
り
殺
さ
れ
る
迄
1
一
北
宋

署
員
門
鑑
元
年
よ
り
、
南
宋
寳
慶
三
年
子
、
　
　
西
紀
一
〇
三
四
・
年
よ
り
、
＝
一
二
七
年
迄
　
　
正
に
一
百
九
十
四
年



闇
で
あ
る
。
然
る
に
宋
吏
夏
病
田
に
載
せ
る
所
の
改
元
年
数
を
総
計
す
れ
ば
、
　
一
百
九
十
九
年
に
て
、
爾
者
の
誤
差
年

数
は
五
ヶ
年
で
あ
る
。
こ
の
結
果
よ
り
見
れ
ば
、
私
が
各
蒔
代
胴
に
考
謹
を
途
げ
た
遮
り
、
虚
血
、
乾
順
、
安
全
．
遵

頚
、
徳
眠
の
五
代
に
各
一
年
宛
存
す
る
西
夏
紀
年
の
重
複
年
数
総
計
五
年
と
一
致
し
、
こ
、
に
各
時
代
別
の
考
謹
が
誤

っ
て
居
な
か
つ
九
こ
と
が
立
讃
出
來
た
○

　
最
後
に
全
西
夏
紀
年
を
殖
算
す
れ
ば
、
卓
立
の
正
誤
は
如
何
な
る
か
を
附
記
し
て
、
こ
の
拙
い
西
夏
紀
年
の
研
究
を

絡
り
度
い
。

　
…
、
宋
史
夏
園
傳
の
論
に
日
ふ

　
　
…
…
…
逮
元
昊
。
始
顯
幕
帝
。
厭
後
因
之
輿
余
同
込
。
議
事
歴
世
二
百
五
十
八
年
。

と
見
え
、
夏
幽
の
滅
じ
七
年
西
紀
一
二
二
七
（
就
蟻
㌫
4
筆
亥
）
を
遡
る
こ
と
二
百
五
十
八
年
前
、
帥
ち
西
紀
九
百
七

十
年
を
以
て
夏
國
紀
年
を
算
し
て
居
る
Q
晴
恰
も
宋
太
宰
開
實
三
年
庚
午
に
相
當
す
る
が
、
如
何
な
る
事
件
を
準
糠
と

し
た
か
、
其
の
由
を
知
ら
な
い
。
開
實
三
年
前
後
は
西
夏
史
上
に
何
等
顯
著
な
事
件
を
登
見
し
得
な
い
。

　
二
、
金
史
西
夏
傳
の
賛
に
は
立
國
二
百
鯨
年
と
言
へ
る
の
み
に
て
的
確
な
年
数
を
表
示
し
な
い
。

　
三
、
薄
夏
紀
事
本
末
年
表
最
末
年
宋
寳
慶
三
年
丁
亥
の
欄
に
日
ふ

　
　
且
蛋
蕨
∴
ハ
月
夏
高
」
O
白
雛
兀
凹
犬
至
臼
疋
O
　
一
百
九
十
五
年
○

之
に
從
へ
ば
．
宋
仁
宗
明
遊
二
年
を
以
て
夏
國
紀
年
を
起
検
せ
る
も
、
こ
れ
亦
爾
夏
建
國
史
上
の
如
伺
な
る
事
件
を
準

　
　
　
　
諾
閏
夏
翻
他
年
考
’
（
下
・
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
〃
八
入
巷
　
　
第
［
閃
囲
號
　
　
　
山
ハ
七
九

（ILO7　．”」・



　
　
　
　
西
夏
祀
年
無
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猿
十
八
巻
　
策
四
號
　
　
六
入
○

蝶
と
な
す
か
、
そ
の
由
を
知
ら
な
い
Q

　
四
、
紀
元
編
は
西
夏
総
改
元
年
数
を
算
出
し
て
居
な
い
が
、
宋
の
明
道
元
年
よ
り
遡
箪
し
て
あ
る
〇

　
五
、
茜
夏
紀
は
忽
二
十
八
最
末
の
條
に
注
し
臓
ふ

　
　
按
綾
通
志
注
。
西
夏
宮
顕
爵
赤
蕪
門
並
干
唐
。
閲
五
代
迄
宋
。
篠
有
西
土
歴
年
久
遠
。
宋
転
載
其
歴
世
二
百
五

　
　
十
八
年
止
・
目
鼻
股
入
宋
以
還
概
之
。
鐘
淵
膜
建
元
考
。
断
自
照
昊
欝
帝
爲
始
。
目
元
昊
以
景
肪
元
年
甲
戌
改
元

　
　
實
元
戊
寅
欝
帝
。
至
三
三
三
年
丁
亥
國
滅
。
凡
一
百
九
十
四
年
。

右
の
引
用
文
中
最
後
に
戴
氏
の
樽
元
昊
以
景
鮎
元
年
筆
墨
改
元
寳
元
戌
寅
繕
黒
帯
嘉
慶
三
年
黒
影
國
滅
凡
一
百
九
十
四

年
と
言
へ
・
、
令
私
見
三
寧
K
豊
紀
繕
論
に
於
て
の
み
全
轟
の
総
改
元
年
数
を
轟
最
扱
っ
て
居
函

と
言
は
ね
ば
な
ら
濾
O

　
ゐ
ハ
、
　
二
十
一
史
世
灘
鵬
は

　
　
丁
丁
宋
学
元
享
宋
仁
宗
明
道
元
年
立
串
繕
顯
滋
元
年
。
鋸
南
牛
王
黒
幕
理
宋
賢
慶
三
年
丁
亥
。
十
圭
合
一
百
九

　
　
十
六
年
。
，

と
総
し
、
夏
干
手
元
昊
の
條
は
、
顯
道
元
年
、
二
年
一
宋
明
滋
の
明
を
避
け
か
く
議
す
一
を
改
元
年
数
に
加
算
し

て
居
な
い
か
ら
、
事
の
正
否
は
姑
く
措
く
と
し
て
も
、
宋
明
道
元
年
よ
り
宋
寳
慶
三
年
鑑
一
百
九
ナ
六
年
と
構
せ
る
は

何
等
誤
算
で
な
い
。


